
 

  

 

 

  今年は災害級の暑さですね。この先もしばらく続きそうとのことで、なかなか外でプール・

水遊びをすることができず残念です。保育室でスライムや泡などの感触遊びや、氷を使った涼し

める遊びを楽しんでいます。先日、つき組が行った造形教室では、体中に絵の具をつけて、フィ

ンガーペイントを楽しみました。五感を刺激することで、情緒の安定や手先の器用さ、集中力や

想像力を養うことができます。 

 

 

 

 

 

食べないことは、わがままではありません！ 

 

発行日 / 令和７年７月３１日 

食事とは・・・ 
「食べることは楽しい」という土台があるからこそ、食べられ

るものが広がっていきます。保育園では、子どもたちの成長を

信頼し、長い目で見た上で苦手なものも「少しでも食べられた

ことを褒める」ようにしています。 

子どもたちが食べられない理由はさまざまです。保育園では、食べられない理由を知ろうとするところから

始め、無理には食べさせようとはしません。それが、子どもたちの安心感につながり、少しずつ食べられる

ものが増えていくと思います。苦手なものがあったとしても、明日も給食を食べたいな」と思ってもらえる

ようなかかわり方を意識しています。 
参考資料：月刊給食指導研修 


